的前係手引き

（１）仕事の内容

①あずちの整備

②的立て

③的替え

④矢取り・矢返し

⑤競技中の的の調整・横矢の処理
（２）準備する物品

①矢拭き用雑巾

②侯串（ごうぐし）

③的

④輪ゴム

⑤無線機

⑥椅子

（３）補助員の必要数と役割
①矢取り係（15名）※その試合で立てる的の数と同人数。
②号令係（1名）※矢取り係が兼ねてもよい。

※競技開始前に補助員のローテーションを組み、交代時刻を確認する。

※補助員の服装はそろっているのが望ましい。

（４）競技開始から終了までの手順

Ⅰ　競技開始前

①【侯串と的の数・状態のチェック】
・侯串はその日立てる的と同数、的は的替えの回数プラス予備用に数個、さらに個人戦用（射詰用）に八

　寸的（4個）もあるかどうかの確認をする。

・的は貼り方のいいかげんなものもあるのでチェックする必要がある。遠近競射用には特に正確に貼って

　あるものを選ぶ。

②【あずちの準備】

・あずちには十分に水をまき、必要な部分のみほうきでならす。

③【的立て】

・矢渡しを行う場合、最初は真ん中に１つだけ的をかける。

・（矢渡しが終わり次第、）進行係・的前審判と連係で的をかける。的枠の合わせ目を上にし、侯串をはさ
みこむ。侯串はその日の試合が終わるまで、あずちから抜かないほうが的の交換が手早く行える。
・水糸を張って高さを調整する。

・進行係と連絡を取って微調整をする。

・的を立て終わったら、必要な部分をもう一度ほうきで掃く。

・射場毎に仕切り棒を立てる。

Ⅱ　競技中
①【矢取り・矢返し】

・ひとつの立ちが終わると同時に赤旗が出されるので、矢取り係は整然と１列になって入り、号令係の『左　へ』『蹲踞（そんきょ）』『矢取り』『立て』『右へ』『進め』の声で全員が同時に行動する。的中を確認する場合もあるので、必ず号令を待って行動する必要がある。
（※号令は一番遠くの係が十分に聞き取れる大きさの声で行うべきであるが、射場にまで聞こえるのはあまり好ましくない。）
・号令係は全員がそろって行動できるように配慮し、特に、的中の確認等が必要な際には『矢取り』の号令はかけずに確認が終わるまで待つ。
・的枠にささった矢が抜けない時は的を交換する。その際補助員は的前係に連絡をし（例「第1射場5番的、矢が抜けないので交換してください」）、的を外して（侯串はさしたまま）、その的を持って退場する。

的前係は直ちに進行係に無線連絡した上、素早く新しい的をかけ、進行係と連係して的の位置の微調整を行う。

・あずちへの入場と退場はできるだけ素早く行なう。矢取り後退場する際に先頭が看的所内で止まってしまうと後ろの者が出られなくなるので注意する。
・取った矢はきれいに拭き、射場ごとに輪ゴムでまとめ、射場の矢立てに返す。射詰めが行われる時は、予備矢だけでは足りないこともあるので、矢は矢立てではなく、射場（進行係）へ返す。
②【的替え】

日程の中で決められている的替えは次の手順で行う。
・侯串は抜かずにあずちに刺したまま、使用済みの的を外し、必要があれば水をまく。
・あずちに開いた穴を埋めるようにほうきで掃く。（あずちを掃き上げないようにする）。
・侯串の位置に合わせて的をかけ、水糸を張って高さを調整する。

・進行係に射場から見てもらい、連絡を取って微調整する。

③【的の調整・横矢の処理】

・的の調整・横矢の処理は補助員生徒ではなく、的前係が行う。

・試合中に的が傾いた場合、射場進行係と連絡を取って直す。その際、的から矢を抜かず、ささったまま傾き等だけを直す。
・試合中に「横矢」を処理するかどうかは射場審判または進行係の指示に従う。
・いずれの場合も必ず「赤旗」を出し、安全を確認した上で素早く出入りする。

・矢取りの際に的の傾きを直す場合は、事前に進行係に連絡する。

Ⅲ　競技終了後
・その日の競技が終わったら、侯串・的共に外し、水をまいてあずちを整備する。

・使用済みの的は看的所の外に出す。







